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残暑御見舞い申し上げます。連日の猛暑には閉口しておりますが、皆様におかれましては、 

ご健勝のこととお慶び申し上げます。先の選挙では、わずかな期間の後援会活動に関わらず、 
市民の強い期待を受け、木谷万里が高位当選となりました。皆様の応援のおかげと、感謝致し 
ております。本当に有難うございました。 

私たちの社会は、これまで経験したことがない沢山の難しい問題を抱えて 
います。特に、少子化と本格的な高齢社会の新たな課題に対して、本格的に 
取り組む時だと考えます。みんなが安心して暮らし、将来に希望が持てるよ 
う新しい時代の地域医療・介護・福祉充実のために大いに働いてもらえると 
思います。今後とも皆様方のご支援の程よろしくお願い致します。  

  
木谷万里後援会  会長  

安心できる地域ケアを考える会 世話人 西村正二  

木 谷 万 里 よりごあいさつ 

連日猛暑が続いておりますが、みなさま、お健やかにお過ごしでしょうか。 

先の選挙では大変お世話になりました。お陰さまで、高位で当選させて頂きました。3,576 人の皆

様の思いをしっかり受け止めて頑張ってまいります。 

今年は参議院議員選挙があったため、市議会議員選挙が例年より 1カ月前倒しになりましたが、

議員としての任期は 7月 25 日からでした。選挙後 1カ月以上ありましたので、時間を有効に使わ

せて頂き、たくさんの人からお話を伺い、議員活動に向けての準備を 

していました。 

当選後、後援会の皆様お一人おひとりにご挨拶したいと思っており 

ましたが、議員としての活動を始めてから、ご報告させて頂くことで 

お許しを頂けたらと考えました。市議会の様子をできるだけ誰にでも 

わかる言葉を使って、私の感じたことなども織り交ぜながらお伝えし 

ていきたいと思います。 

加古川市議会議員 木  谷  万  里  



 

 

 

 

 

残夏の候、皆様におかれましては、ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。 

先の選挙では、皆様に大変お世話になりました。改めてお礼申し上げます。 

既に新人議員として活動を始めております。訴えておりました介護・福祉・子育ての 

問題をはじめ、地域の方々とのコミュニケーションを密にし、市会に 

反映し、加古川の安全と安心のまちづくりのために頑張ってくれます 

ことを確信しております。 

今後とも、木谷万里を温かく見守って頂き、ご指導、ご鞭撻のほど、 

お願い申しあげます。 

木谷万里後援会事務長 二屋町内会長 松 本 志 朗 

 
木谷万里後援会連絡先    〒675-0013   

加古川市野口町二屋 261-1 TEL/FAX：079（439）4594

ホームページ（9 月公開予定） http://www.kitanimari.com

市議会議員生活がスタート 
7 月 27 日は初めての議会でした。議場に入ると既に樽本庄一市長をはじめ、部長級の方々が着

席されていました。定刻になるとブザーが鳴り、厳粛な雰囲気の中、開会しました。 
初めに議席の指定です。私は 5 番で、真ん中に位置する最前列の 5 人席でした。目の前には市長

席があり、決して居眠りが許されない場所です（笑）。諸報告と、議長選挙などの議事日程の説明

後、議長選挙のための会派代表者会が行われるため、いったん議場を出ました。代表者会が終わる

まで傍聴はできますが、別室で待機しました。初議会は少し緊張しました。 
午後に議会が再開され、会派代表者から説明を受けて議長選挙に臨みました。議席順に投票して

いきます。議事のすべてが、厳粛な儀式のように進みました。 
 
委員会の一員になりました 

28 日は、多くの議事が行われました。その中の常任委員会等の選出では、福祉環境委員会に入

れて頂きました。介護の現場で 17 年間働いてきたことを生かしていきたいと訴えてきましたので、

意見や提案をしていけるように頑張ります。また、市民病院統合・再編に関する調査特別委員会も

設置が決定し、特別委員の一員にさせて頂きました。 
 
委員会が始まりました 

8 月 20 日、午前は福祉環境委員会、午後は市民病院特別委員会でした。あらかじめ、協議内容

の資料を頂いており、委員会に向けて調査して臨みました。最初の発言は声が震えるほど緊張しま

したが、積極的に発言してきました。インターネットなどでその内容をご覧ください。 
 
安心できる地域ケアを考える会に参加 
 一般市民、ボランティア、認知症の家族、障がい者の家族、医療専門職、福祉専門職などの有志

がその枠を超え、加古川市の福祉を考える会が、「安心できる地域ケアを考える会」です。 
私も認知症の家族の一人として、また福祉専門職としてこの会に参加し、常に現場と関わってい

きます。そして、そこで感じたことを市議会で提案して参ります。 
  
お願いとお詫び 
議会関係例規集の「議員活動の虚礼廃止に関する決議」にもとづく申し合わせ事項によりますと、

年賀状、暑中見舞い状などの挨拶、各種行事及び慶弔などにかかる電報、お中元、お歳暮などの季

節の贈答などは行うことができません。腑に落ちない点がありますが、禁止されています。 
日頃お世話になっておりますみなさまには、大変失礼を致しますが、『万里の道も一歩から』で

の報告と議員活動を頑張ってまいりますので、何卒ご理解いただきますようお願い申し上げます。

木 谷 万 里


